
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の「学力向上フロンティア校」

支援事業テーマは、 

「自律・自主・自立   

～みらいへの黄金比～」 
 

本校では『文武両道』を合言葉に、８

割近くの生徒が「学習」と「部活動やボ

ランティア活動」とを両立させています。

また、「日本一挨拶のできる学校にしよ

う。」という校長先生の言葉を生徒、教員

が実行し、廊下ですれ違うときには、「お

はようございます」、「こんにちは」、とい

う元気な声が響きます。福高では、学習

だけではなく、仲間と温かい人間関係の

中で切磋琢磨し、落ち着いて学習に取り

組むことができる環境が整っています。 

 

学習面では、１年生を対象に「日々の

演習」として毎日家庭課題を行う取組を

実施しています。学習習慣が身につき学

力が伸びると好評です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、与えられた課題を行うことが

本当の学力ではありません。福高は、自

分の生活スタイルや重点科目等に応じて

学習時間の効率的なバランス配分や最も

適した比率（黄金比）を自分で考え、自

らの力でみらいを切り拓く力が重要だと

考えています。一人一人の「夢」を実現

させるため、生徒の自主性を引き出しな

がら真の学力を育むことを学校全体の目

標として取り組んでいます。 

「普通科」のコーナーでは、年間を通

して普通科の取組、並びにフロンティア

の取組について御紹介します。 

 

「学びの木」でスムーズに高校生活へ 

期待と不安の入り混

じった１年生が、スムー

ズに高校生活になじめ

るよう、担任や教科の各

先生から、高校生活の心 

 

 

 

 

構えや、中学校と

の違い、教科の学

習方法について、

資料「学びの木」

を用いて、丁寧に

説明していただ

きました。   
 
 
 
 
 

 

 

自律

自主
自立学力向上 

☆マイセンテンス 

☆みらいレコード 

☆防災学習 

参加型キャリア学習 
☆インターンシップの拡大（医療系強化及び園児・児童・生徒への指導） 

☆学部・受験術に係わる講演会（大学教授等） 

☆大学生ボランティアによる授業・特別講演 

研究活動 
○みらい考 

○みらい学 
☆自由研究 

表現活動 
☆新聞投書   

☆懸賞論文 

教科学習 
＜学校提示による選択学習＞     ＜生徒自身による自主学習＞ 

☆数学道場を他の科目へ拡大   ☆自主学習グループ（異なる学年・クラスの交流） 

☆教員が選んだ精選問題のアップ ☆生徒が取り組んだ精選問題のアップ  

☆学年の枠を超えた模試の受験  ☆参考書や問題集の陳列・紹介（教員推薦） 

 

活動報告 
☆オープンキャンパスレポート 

☆進路に係わるボランティア 

実践報告 

 

平成 24年度 学力向上のための取組 全体図 

平成 24 年度「学力向上フロンティア校」に５年連続指定！ 

自主性・自立心を育てる取組を通して、バランスのとれた人格の形成を目指します。 

 



 
 
 
 

１年３組 宇田 佳織さん 
（舞鶴市立城南中学校出身） 

「至誠を貫きなさい。至誠とは、普段やらなけ

ればならないことを、真剣に本気で、誠意をも

ってやることだ。」これは吉田松陰の言葉で、中

学校の社会の授業で最後に教わったことです。

私は自分の意志で挨拶をしたことなど数えるほ

どです。そんな私がこれから知り合いのいない

環境に飛び込みます。挨拶もできないのに友達

ができるとは思いません。だからこの機会に、

挨拶ができる人に変わりたいです。 

 私はずっと文武両道を目指してきました。で

も黒板を写すことが人一倍遅い私には厳しいと

思います。途中に直さないといけないところが

あれば、大きい目標を立ててもかなえられない

ことを知っています。だからまずは、板書を時

間内に写しきる、そんな当たり前すぎることか

らできるようにしていきたいです。そして至誠

を貫くこと。基礎から一歩一歩、ゆっくりでも

着実に歩んでいき、ずっと決めていた文武両道

を達成する、これが私の抱負です。 

 
１年生の学習風景 

 
１年２組 梅原 菜々子さん 

（綾部市立豊里中学校出身） 
 私は、この３年間の高校生活を悔いのないも

のにするために、何事にも手を抜かずに取り組

んでいきたいと思っています。特に勉強の面で

は、３年後の大学受験をしっかりと意識し、苦

手な教科の克服に頑張っていきたいと思います。 

 また、今はまだ決めてはいませんが、勉強以

外にも何か打ち込めるものを見つけたいと思っ

ています。そのために、自分に合う部活動を早

く見つけたいと思います。 

 今まで私はずっと１クラスだけだったので、

新しい友達ばかりというのは初めてです。だか

ら、今は友達ができるかとても不安です。でも、

高校生活をよりよいものにするためにもたくさ

んの友達を作りたいと思っています。 

 これから高校生活を送っていく中で、たくさ

んの苦労や困難を経験することがあると思いま

すが、この福知山高校でしっかりと経験を積み、

悔いのないよう頑張りたいです。 

 
   学びの木を使っての教科ガイダンス 

 
１年５組 梅原 碧さん 

（福知山市立日新中学校出身） 
 私は、高校生活で部活動と勉強を両立させる

ことが自分をより一層成長させると思います。 

 部活動は、バスケットボール部に入ります。

上手な人とプレーできることが楽しみですし、

技術を磨いて他の人に勝てるようになりたいで

す。また、チームプレー、上下関係等を大事に

することは、この先大人になるうえでも役立つ

と考えています。だから、部活動をすることに

重要性を感じます。 

 勉強面は、「苦手を作らない。」を私の目標に

して頑張ります。そのために、予習、授業、復

習の３つを定着させ、分からないところがあれ

ば友達や先生に尋ねるように心がけたいです。

そして、高校で学んだことを生かし、大学で勉

強し、夢である「教育者」になることが現段階

での最終目標です。 

の窓 ～福知山高校に入学して～ 


